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行政視察レポート 日　程　7月15日㊌～17日㊎
視察先　長野県箕輪町・飯綱町、石川県中能登町・金沢市

町民体育館特別委員会 副委員長　大場 光晴 議員

７
月
15
日
長
野
県
上
伊
那

郡
箕
輪
町
の
「
町
民
体
育
館

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業
」
に
つ

い
て
研
修
し
た
。

箕
輪
町
は
、
人
口
は
神
戸

町
の
１
．
35
倍
の
約
２
万
４

千
人
で
、
面
積
は
４
．
５
倍

の
85
．
91
㎢
で
あ
る
。

長
野
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位

置
し
、
天
竜
川
が
町
の
中
央

平
坦
地
を
南
流
し
、
東
西
に

は
河
岸
段
丘
が
著
し
く
発
達

し
て
い
る
。
段
丘
下
の
沖
積

地
は
古
来
か
ら
の
水
田
地

帯
、
西
部
に
は
西
天
龍
水
田

区
か
ら
扇
中
央
部
の
畑
地
帯

を
経
て
、
中
央
ア
ル
プ
ス
前

山
に
連
な
っ
て
い
る
。

◆
視
察
目
的

公
共
施
設
の
老
朽
化
が
全

国
的
な
課
題
と
な
る
中
、
箕

輪
町
が
実
施
し
た
町
民
体
育

館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業
に
つ
い

て
、
施
設
整
備
の
考
え
方
や

財
源
確
保
、
維
持
管
理
、
防

災
機
能
、
多
目
的
機
能
の
取

り
組
み
を
学
び
、
今
後
の
神

戸
町
に
お
け
る
公
共
施
設（
町

民
体
育
館
）整
備
の
参
考
と
す

る
こ
と
を
目
的
に
視
察
し
た
。

◆
研
修
内
容

体
育
館
は
昭
和
46
年
に
建

設
さ
れ
、
令
和
６
年
６
月
か

ら
約
１
年
半
に
わ
た
り
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
を
進
め
、

令
和
８
年
６
月
か
ら
一
般
開

放
さ
れ
た
。
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
た
ば
か
り
の
体
育
館
も
見

学
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

既
存
施
設
を
有
効
活
用
し

な
が
ら
耐
震
化
、
長
寿
命
化

を
図
る
と
と
も
に
、
風
の
な

い
輻
射
式
パ
ネ
ル
に
よ
る
空

調
設
備
の
整
備
、
柔
道
・
剣

道
の
で
き
る
武
道
館
の
ほ

か
、
町
が
力
を
入
れ
て
い
る

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
の
練
習
場
も

備
え
て
お
り
、
利
用
者
の
利

便
性
向
上
を
重
視
し
た
改
修

が
行
わ
れ
て
い
た
。

ま
た
、
災
害
時
に
は
避
難

所
と
し
て
活
用
で
き
る
防
災

機
能
を
備
え
、
平
常
時
と
非

常
時
の
双
方
で
役
立
つ
施
設

と
な
っ
て
い
る
。

設
計
段
階
か
ら
町
民
や
利

用
団
体
の
意
見
を
取
り
入

れ
、
幅
広
い
世
代
か
ら
利
用

し
や
す
い
施
設
づ
く
り
を
進

め
て
い
る
点
も
大
変
参
考
に

な
っ
た
。

◆
所
感

今
回
の
視
察
を
通
じ
、
町

民
の
健
康
づ
く
り
、
ス
ポ
ー

ツ
振
興
、
防
災
、
地
域
交
流

な
ど
、
複
数
の
役
割
を
担
う

施
設
と
し
て
整
備
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
感
じ
た
。

町
民
に
と
っ
て
利
用
し
や

す
く
、
将
来
に
わ
た
り
持
続

可
能
な
公
共
施
設
整
備
の
実

現
に
向
け
て
提
言
し
て
い
き

た
い
。

【長野県 箕輪町】

町民体育館リニューアル事業について

箕輪町

長野県

福井県

山梨県

岐阜県

群馬県
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民生文教常任委員会 副委員長　小川 榮一 議員

飯
綱
町
は
、
長
野
県
の
北

部
に
位
置
し
、
東
西
に
13
．

９
㎞
、
南
北
に
15
．
６
㎞
、

面
積
は
神
戸
町
の
約
４
倍
の

75
㎢
で
あ
る
。

人
口
は
１
万
70
人
、
世
帯

数
は
４
２
０
８
世
帯
で
あ

る
。
主
要
産
業
は
、
農
業
で

高
原
野
菜
と
り
ん
ご
を
生
産

し
て
い
る
。

飯
綱
町
は
、
地
域
一
体
型

教
育
の
先
進
地
で
あ
る
と
同

時
に
議
会
改
革
の
先
進
地
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
２
コ
マ
の

研
修
を
お
願
い
し
た
と
こ

ろ
、
快
く
受
け
入
れ
て
い
た

だ
い
た
。

地
域
一
体
型
教
育
で
は
、

飯
綱
中
学
校
の
学
校
長
よ
り

「
探
究
学
習
」
に
つ
い
て
の

説
明
を
受
け
た
。

飯
綱
中
学
校
で
は
、
生
徒

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切

に
す
る
た
め
、
一
人
ひ
と
り

が
自
分
の
興
味
・
関
心
あ
る

こ
と
に
つ
い
て
取
り
組
む

「
探
究
学
習
」
の
時
間
を
毎

週
水
曜
日
に
30
分
間
設
け
て

い
る
。
生
徒
た
ち
は
、
そ
の

時
間
で
探
究
し
た
こ
と
を
実

践
に
移
し
て
い
る
。

例
え
ば
、
地
域
課
題
に
地

域
の
人
た
ち
と
一
緒
に
取
り

組
ん
だ
事
例
と
し
て
、
車
が

好
き
な
子
が
企
画
し
、
地
域

か
ら
70
台
以
上
の
車
が
参
加

し
た
「
カ
ー
フ
ェ
ス
タ
」
の

取
り
組
み
、
空
き
家
問
題
に

関
心
が
あ
る
子
が
「
空
き
家

活
用
の
提
案
」、
吹
奏
楽
部

が
地
域
の
方
と
イ
ベ
ン
ト
企

画
を
実
行
し
た
こ
と
な
ど
が

あ
げ
ら
れ
る
。

学
校
が
「
地
域
の
ニ
ー
ズ

と
生
徒
の
ニ
ー
ズ
を
つ
な
ぐ

場
」
と
な
り
、
生
徒
の
成
長

が
地
域
を
変
え
る
推
進
力
に

な
っ
て
い
る
こ
と
を
理
解
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

小
学
校
で
は
、
人
口
減
少

を
踏
ま
え
「
学
校
の
あ
り

方
」
の
議
論
を
住
民
全
体
で

行
い
、
い
っ
た
ん
４
校
の
小

学
校
を
全
て
廃
校
に
し
、
従

来
施
設
を
利
用
し
て
新
た
に

２
校
体
制
に
す
る
一
方
で
、

使
わ
れ
な
く
な
っ
た
２
校
の

施
設
を
地
域
・
企
業
な
ど
に

活
用
す
る
方
向
性
を
打
ち
出

し
た
。

こ
の
手
法
は
斬
新
で
、
廃

校
に
な
る
施
設
の
活
用
も
地

域
と
考
え
な
が
ら
進
め
る
飯

綱
町
の
取
り
組
み
に
学
ぶ
べ

き
点
が
多
く
あ
っ
た
。

現
在
、
廃
校
の
２
校
に
14

社
の
企
業
が
入
り
、
そ
の
企

業
と
学
校
が
連
携
し
、
い
ろ

い
ろ
な
取
り
組
み
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
い
る
。
と
り
わ

け
、
Ｉ
Ｔ
企
業
と
は
、
児
童

の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
能
力
の

向
上
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

地
域
一
体
型
教
育
は
、
学

校
や
地
域
に
と
っ
て
も
新
し

い
可
能
性
の
あ
る
取
り
組
み

と
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
神
戸

町
の
教
育
に
と
て
も
参
考
に

な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ

た
。

【長野県 飯綱町】

地域一体型教育での教育改革の取り組み

福井県

新潟県

山梨県

岐阜県

静岡県

長野県

飯綱町

群
馬
県
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行政視察レポート
【石川県 中能登町】	能登半島地震における被害、復興計画策定への取り組み
【長野県 飯綱町】	 政策サポーター制度での住民協働の取り組み

［
中
能
登
町
］

中
能
登
町
は
能
登
半
島
の

中
ほ
ど
に
位
置
し
、
人
口
約

１
万
６
千
人
、
面
積
89
．
45

㎢
、
平
成
17
年
３
月
１
日
に

３
町
が
合
併
し
、誕
生
し
た
。

令
和
６
年
１
月
１
日
16
時

10
分
に
起
き
た
能
登
半
島
地

震
で
は
、
町
内
最
大
震
度
６

弱
を
観
測
し
た
。
研
修
で

は
、
建
物
や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

の
被
害
状
況
、
避
難
所
の
運

営
、
罹
災
・
被
災
証
明
、
ご

み
の
処
理
な
ど
の
対
応
、
受

援
の
状
況
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
た
。

県
内
で
最
も
早
く
断
水
が

解
消
さ
れ
た
中
能
登
町
だ

が
、
発
災
後
の
住
民
ア
ン

ケ
ー
ト
で
最
も
困
っ
た
点
と

し
て
挙
げ
ら
れ
た
の
は
「
水

と
ト
イ
レ
」
で
あ
っ
た
。
衛

生
、
給
水
支
援
の
重
要
性
を

改
め
て
実
感
し
た
。

ま
た
、
議
員
は
現
場
で
対

応
に
あ
た
る
町
職
員
の
動
き

を
妨
げ
な
い
と
い
う
共
通
認

識
を
持
っ
て
お
り
、
発
災
時

の
議
員
の
あ
り
方
に
つ
い
て

貴
重
な
ご
意
見
を
伺
う
こ
と

が
で
き
た
。

岐
阜
県
が
「
対
口
支
援
」

を
行
い
、
町
職
員
も
支
援
に

赴
い
た
ご
縁
の
あ
る
中
能
登

町
を
視
察
で
き
た
こ
と
は
貴

重
な
経
験
と
な
り
、
多
く
の

学
び
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

［
飯
綱
町
］

飯
綱
町
で
は
、
町
民
か
ら

信
頼
さ
れ
る
議
会
を
目
指

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
議
会
改
革

に
取
り
組
ん
で
い
た
。
そ
の

中
の
一
つ
で
あ
る
「
政
策
サ

ポ
ー
タ
ー
制
度
」
に
つ
い
て

詳
し
く
お
聞
き
し
た
。

政
策
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度

は
、
開
か
れ
た
議
会
と
す
る

た
め
に
議
会
活
動
に
町
民
の

参
加
を
広
げ
る
こ
と
、
町
民

の
知
恵
も
借
り
て
政
策
づ
く

り
を
協
働
で
進
め
る
こ
と
を

目
的
に
始
ま
っ
た
。

こ
れ
ま
で
に
、
政
策
サ

ポ
ー
タ
ー
と
し
て
延
べ
85
名

の
方
が
参
加
さ
れ
、
12
テ
ー

マ
を
町
長
に
政
策
提
言
し
て

い
る
。
提
言
の
中
に
は
、
時

間
外
保
育
料
の
一
部
無
料

化
、
地
域
振
興
係
の

新
設
な
ど
具
体
化
さ

れ
た
も
の
も
あ
っ

た
。飯

綱
町
議
会
の
10

年
間
の
議
会
改
革
の

取
り
組
み
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
た
。
政
策

サ
ポ
ー
タ
ー
経
験
者

の
中
か
ら
議
員
に
な

る
方
も
み
え
、
人
材

育
成
や
な
り
手
不
足

解
消
へ
の
実
効
性
を

強
く
感
じ
た
。

中能登町

金沢市

福井県

富山県

岐阜県
石川県

総務建設常任委員会
議会改革特別委員会 副委員長　深貝 仁則 議員

中
能
登
町

【
石
川
県 

金
沢
市
】
大
桑
防
災
拠
点
広
場
を
視
察

大
桑
防
災
拠
点
広
場
は
、
防
災
備
蓄
倉
庫
、
屋
根

付
避
難
広
場
、
か
ま
ど
ベ
ン
チ
、
耐
震
性
貯
水
槽
な

ど
を
備
え
、
災
害
発
生
時
に
は
地
域
住
民
の
緊
急
避

難
場
所
と
な
る
。

ま
た
、
市
内
の
被
災
地
域
へ
の
支
援
拠
点
や
、
他

自
治
体
か
ら
の
緊
急
支
援
隊
、
支
援
物
資
の
基
地
と

し
て
も
活
用
さ
れ
る
。

能
登
半
島
地
震
に
お
け
る
金
沢
市
の
被
害
状
況
や

課
題
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
話
を
伺
う
こ
と
が

で
き
、
参
考
に
な
る
点
が
多
い
と
感
じ
た
。
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神戸音頭

議会の動き（８月～ 10月）

10月

令
和
8年
11月

1日
発
行

№
198号

発
　
行
／
岐
阜
県
安
八
郡
神
戸
町
議
会

編
　
集
／
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

〒
503-2392　

岐
阜
県
安
八
郡
神
戸
町
大
字
神
戸
1111

☎（
0584）27-5363　

FAX（
0584）27-2300

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
  https://w

w
w
.tow

n.godo.gifu.jp/

８月

12
日（
水
）
町
民
体
育
館
特
別
委
員
会

19
日（
水
）
議
会
運
営
委
員
会

21
日（
金
）
全
員
協
議
会

議
会
改
革
特
別
委
員
会

表
紙
の
写
真
は
、
10
月
11
日
に
開
催
さ
れ
た
神
戸
町
文
化
祭

で
、
神
戸
町
民
踊（
謡
）保
存
会
が
披
露
し
た
「
神
戸
音
頭
」
の

様
子
で
す
。

神
戸
音
頭
は
、
伝
統
行
事
の
熱
気
や
美
し
い
自
然
を
親
し
み

や
す
い
リ
ズ
ム
に
乗
せ
て
表
現
し
た
郷
土
の
民
謡
で
す
。
昭
和

初
期
に
誕
生
し
、
地
区
の
夏
祭
り
や
学
校
行
事
、
文
化
行
事
を

通
じ
て
大
切
に
受
け
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。

令
和
７
年
度
に
は
神
戸
町
民
踊（
謡
）保
存
事
業
と
し
て
、

「
神
戸
音
頭
」「
神
戸
ま
つ
り
」「
神
戸
小
唄
」
を
譜
面
に
ま
と

め
た
楽
曲
集
と
、
唄
や
踊
り
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
動
画
が
制

作
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
切
な
伝
統
が
、
今
後
も
末
永
く
後
世

へ
継
承
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

本町通りの夏祭りの様子

自
治
功
労
者
一
般
表
彰
を
受
賞

10
月
６
日
、
岐
阜
県
町
村
議
会
議
長
会
定
期
総
会

に
お
い
て
、
自
治
功
労
者
表
彰
授
与
式
が
行
わ
れ
、

西
脇
博
文
議
員
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
表
彰
は
、
議
員
在
職
年
数
が
12
年
を
超
え
、

地
方
自
治
の
振
興
と
地
域
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
功

績
を
た
た
え
る
も
の
で
す
。

今
後
の
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
し
ま
す
。

西脇 博文 議員

９月

７
日（
月
）
第
４
回
定
例
会（
初
日
）

９
日（
水
）
民
生
文
教
常
任
委
員
会

10
日（
木
）
総
務
建
設
常
任
委
員
会

11
日（
金
）
連
合
審
査
会

16
日（
水
）
第
４
回
定
例
会（
一
般
質
問
）

17
日（
木
）
第
４
回
定
例
会（
議
案
審
議
）

全
員
協
議
会

１
日（
木
）
西
南
濃
管
内
町
議
会
議
員

研
修
会
・
交
流
会

13
日（
火
）
広
報
編
集
特
別
委
員
会

20
日（
火
）
全
員
協
議
会

議
会
改
革
特
別
委
員
会

21
日（
水
）
広
報
編
集
特
別
委
員
会

市
町
村
議
会
議
員
セ
ミ
ナ
ー


